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本報告はクロマツ×タイワンアカマツの Fl雑還における3協賛発現と生青状態を鵡ベ，とりま

とめたものである。

鵡資lま京都大学演菅l林徳山試験地で符成I:IJの FI雑躍とその肉親それぞれの自然交雑穣の12年

生林分を対$ととして， 1980&:p1C行なわれた。

線査の結泉は次のとおりであった。

1 Fl雑糧の樹脂巡の発現数や発現位i還は両親のj当然交雑紐が示す1n立のや間的な関係にあった。

2 Fl雑離における樹脂越の発現行L践は，樹JJ設遊ではl抗告l:税型に， 削樹JJ援滋では雄投親型に

多く発現し副総JJIii道の巡伝機式の24なりは明らかであった。
3 針謀長と設さの致的形質では民総額は肉親の自然交雑穂の示すCIJ閥的な|鶏係を示した。

4 樹JJ旨選率(R.D. 1.)の質的形質と金j.誕の形態 (WjL)の致的形質1当lにおける相関は明かな

制向を示さなかった。

5 機性綴のタイワンアカマツでは幹，枝が曲がり，ニ又木となる溜牲をもっていて，自然交雑

穂林分でもかなりの側体に遺伝・されている。 しかし， F1!Mt趨林分ではほとんど認められな

かった。

6 Fl総務の樹高， i邸主生長は時綴の自然交刺t思:の示す{ほの1*間的な{Ifiを示した。
7 Fl ~(g積林分から;選んだ供試木の各器官の相対住民関係は次のとおりであった。

Vs =0.109 (D2.H.)o・856

Ws=0.290 V s 

Wn口 0.318WS1.3B8 

V'hごと0.395WSl.Z16 (W: 

8 Fl雑離林分の現おi立(乾葉)は，斡で 22.62tonjha，技で 17.77 tonjha，誕では 13.51 

tonjhaであった。
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まえがき

わがl誌の各地で議越しているマツの接間的損は林業関係者・のみならず一般の人々にも大きな関

心を呼びjE己ζ している o "7ツの諮問枯損は?ツクイムシと捻祢されるzt:孔性市虫類によるものと
考・えられていたが，1969:if"7ツノザイセンチュウが発見されiU枯損を誘発させることが明らかに

されると同時に線虫の謹び援として?ツノマダラカミキリの存在も切らかにされ，これらの潜!:I去

のiff}J態fC関する研究や被擦を受ける?ツ認の中でi射性を示す磁類が翻べられてきている 2-4)。二弁

ら 4) はマツノザイセンチュウの披額実験から耐牲を示す離~iのいくつかを検出している。これら

の櫨矧のlがにクロマツ×タイワンアカマツの Fd'<fIT穂があり，抵抗tg:背;臨への可棉性が示唆された。

交雑符閣では草ITのもつ性質をより効果的に組合せ交雑することによって，育積iヨi紫lこ応じた新
しい舶を造り /1¥すことにあるが，林水の場合，その説i品:fBHζ永年の;才-月を裂することから，そ

の効果は平忘Hこ導き出されないfHtl閣をもっている。例えば，マツノザイセンチ品ウに対して附性

を示すクロマツ×タイワンアカマツの民雑離にあっても，その造林i向性質与をi児かにすることに

より有m駆となり得るかどうかの判断が必要であろう。
こうしたことから，今回の翻資は12年生のクロ?ツ×タイワンアカマツの民

と生符状況についてのli:l閥的な怖1誌を得るために行なわれた。
本総lこ先だち， F1総額林分の造成， 管1盟会事lζ尽力された関係各位， ならびに本調査にi協力さ

れた線部ナミコ氏に感謝いたします。

調査林分

クロマツ×タイワンアカマツ CPinusthunbergii Parl. xP. massoniana Lamb.)の F1雑穂は

京都大学演習林上賀茂試験地において1966年交雑L1968&f.陥積， 1969年検定されたものであり，
この F1緯怒と両親のi当然交雑種(それぞれの親どとの自然交配による子供，以下自然交雑種と

する)は1970年総111試験地に植栽された。植栽地は2林聴の京斜捕のおよそ201立の傾斜地で，会:↓

間下帝1)は比較的肥i天地であるが思根に近い郎分はf待感地となっている。総裁はヘクタールあたり

4，000本のぞ密度で行なわれ， 保育管理は植栽後7年開通常の手入れが作なわれたが， それ以後の

符国はつる切り程度であった。現林分は間近く，下関j世間三は比般的少ない。徳山試験地の気

象鴎境は年平均瓶l立 15.2段C;年降水没 2，000mm前後であり授かさの指数124皮C.月，

は 5~20:;m 穏挫である。

1 FI雑磁の発現形質

クロマツ×タイワンアカマツ日新u組の!r)J令期における発現形質についてはr:j:ljj:&)によって針

葉の外，内部形態が縮べられ， ~泣，設的j診!ま!とも F 1 雑離は肉親の iヨ然交相;植が発現する形!誌の

刷出向な形造調となることそ切らかにした。中でも雑組検定の段階でもっとも有効な指標とな

る形質は樹JJ旨i誌の発現{な躍と下表皮細胞の踏欽であることを指織した O しかし，樹脂遊の形成は

樹令の経過にともなって明加する ζ とから，樹)]日立の形成の少ないどく若い的木の段階では十分

な指標となり符ないことも詞11寺に指摘した。そのため，*調査tでは12&手生時での樹脂巡の発現数

および{立設について調べ，樹脂道と副樹脂巡の遺伝』正式について解析し，さらに針葉の長さと

さの盤的関係について肉親の自然交雑瀦と比較検討した。
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材料と万法

1Jt拭個体は Fl雑;館林分から括主主iこ50個体と肉親の自然交雑miからそれぞれ10個体を選水し，

針葉のサンプリングは技納の中央部附近から前年躍を 1個体30誕来づっとした。樹脂滋の概査で

はサンプリングした誕来の内， 1針葉をこれにあて，安1-3誌の中央部の横断切片から，樹JJ旨逝数と

位訟 (3つのタイプに分類，図1)を検鋭したO 課長と葉誕の悶査では樹脂道の調資でmいた
葉3誌の他の針梨について計測し，荒設はili'z;翠他で求めたO

結果と考察

?ツ摘の針漉横断、市内lζ発現する樹脂道は一般に樹令がたかまるに従って増加し，ほぼ15"-'20

ることが知られている ο この樹脂遊の」設加は高Ij樹JJm過が培えるものであって， 32樹

脂道は増えない o1主IJm道の発現<<r.誼は極綴ごとに捌有のパターンをもっていて，このパターンは
報簡を分類するよで抵裂な窓味をもっている。*淵~tでの合，表…l(A) ， [頭… 11こ示すよう

に，クロマツでは主，高Ij樹脂滋とも浪内組織内K.{立i置し，これを仁1:1役割(人)とi浮び，タイワンア

カマツでは主，制絵J!J首選とも下表皮細胞に抜して位置し，これを外位型 (C) とJ)予んでいる。こ

のように対立関係を示す形!誌は器類を文配するj遺伝子ーによって表現されているものと均えられる

から，間穂n¥Jでの交総;随の検定にはもっとも有効な指擦となっている。
本調査における.:t樹脂道数は肉親の悶然交雑穂， Fl tf:W続的jでの設はみられないが， 副総Jm逝
数では雌性総の自然交雑溜で平均2.21fm，雄性親の自然交雑穏で 6.5錨，日雑務では4.6仰を示

しFlU，fflmiは中間的な発2誌な示した。この平均発現数はそれぞれi習で1%レベルで有訟であり，
致的な表現裂は不5首公使勢とみなされる O

樹脂遂の発現位授は閲-11ζ示すように Fl雑離では4つのパターンが現われた。 A，C型
については先にふれたが， 8型は Fl4守:有「の発現形態である。すなわち，下表皮細胞と樹脂巡の
保槌Ij\j'í細胞を 1 つの*IßIJ~で:ì!1!がるパターンと他の 1 つは多くの拙抱でえliがるパターンである。柴

r:n 6>がクロマツ×アカマツ雑穏で調べた結泉でもこの B裂の発現がみられ，これを民主張斑特有
の発現であると述べていて，本調査でも間総の傾向が認められた O

Fl 完投稿の倒休に現われるj滋JJI;ji泣は A，8， C 
Z自の組合せによって表現されている。.:tJMJjl;j巡
についてみると， 翻資した50側体の内A摂16

側休 A盟十B型151間体， A盟十B担問トC型19

彼TI体lこ分けられ， A型はすべての側体に発現し

たO これに対し部1封筒j誌ではC製， A製ω|ωC1，盟，
B恕.+C型， A il~ 十日盟十C~盟の組合せで現わ
れ，それぞれ7，4， 4， 35似体で， C裂はす

べての級体に発現している。 ζ の結果を発現~j1

j交で示すと蕊-1 (8)のとおりであるο両親の

自然交雑草Itでの.:t，副樹脂選は，それぞれA，

C却に 100%の発現がみられる o これに対して

Fl維部では主樹脂道で A，A→8， A+忍ωi-Ct担
がそれぞれ30%以上の似を示し，高IJ樹脂i立では

A十B十C裂が709ザ， C型が14%，AゃC，8十C

Fig市1. Anatomica! charcteristics in cross 
section of thc needle. 
Symbo!s; M. 1ミ.: Main resin duct， 
S. R. : Sub resin duct， HY.: Hy-
poderma! c巴11，ST.: Stomata， A: 
Resin duct type A， B: Resin duct 
typ号 B，C: Resin duct typE' C. 
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Table 1. Number of resin duct (A) and the frequency distribution of resin duct 
types (B) in the needle on Fl hybrid and progeny of their parents. 

(A) Number of 1・邑sinduct per a n忠告dle

P. thu托b. P. thunb. P. masso. 
× 

(F. P.) P. masso. (M.P.) (F1) 

Main resin duct 2.0土G 2.0土G 2.0:1ニO

Sub r色sinduct 2.2:と1.2 4.6ゴ:1.8 6.4土O.5 

(B) Frequency distribution of resin duct types 

P. thunb. P. thunb. P. masso. 
Resin duct Typ邑S × 

P. masso. (F. P.) (F1) 
(M. P.) 

(%) (%) (%) 

入 100.0 32.0 。
Main A伽l-B O 30.0 。

A+B+C G 38.0 。
C G D 100.0 

Individual tree 
A 100.0 O 。
A初トB-トC G 70.0 。

Sub 人十C 。 8.0 。
B+C 。 8.0 G 

C 。 14.0 100.0 

A 100.0 91.2 。
Main お 。 5.8 。

C 。 3.0 100.0 
Total needles 

A 100.0 4.0 。
Sub B 。 10.9 G 

C 。 85.1 100.0 

i之宮sinduct types; 
A: Medial; Being situated within the mesophyl1. 
B: Pseudo自己xlernal;Not directly touch the hypod母rmis，but put in one or mor己thickω
wal1ed cel1s like sandwich between the hypodermis and the r巴sinduct. 
C: External; Touching only the hypod巴rmis.
F. P. : Progeny of female parent， Pinus thunbergii Parl. by open pollination. 
Fl : Fl hybrid， P. thunbergiixP. massoniana by artificial pollination. 
M. P. : Progeny of male parent， P. massoniana Lamb. by op巴npollination. 

型lま共lζ8%を示している o Fl 雑穏の *~JJl持越のパターンごとの発J3i1WJ!肢は.:l~_， 高1J樹脂逝で兵っ

ているが，側体として考えると，主，高Ij樹!街道を合わせた義務!となることから，その表現タイプ

は両親のEl然交雑離の中IHJ的な形質発:IJllと見てよい。しかしながら，現実には::i:::，高官樹Jll'i逝の発

現パターンのっていることからnur~，雄性籾の形111がったかたちで埼伝されている。そのため
Fl 雑積の会側体の会調査委1.紫での樹1111;立の発現パターンどとの頻度 C=}::，削樹脂選別に， パタ

ーンごとの総樹脂選数÷総樹脂滋数x100)を求めると， ヨミ樹脂逃ではA型が91%，副樹Jl日道で

はCf盟が85%発現している(表一 1(B))。すなわち， Fl 雑務:での主樹11路道は雌性総の A盟，高1J

樹脂道では般投綴のCがi弱い遺伝性を示し， ii1TI樹脂巡の遺伝に関与ーする遺伝子の仰jき方のちが
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3に;治されている O
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一般にクロマツの針裁は制く，タイワンアカマツは

II次かく，やや下設する性質がある。針葉の下盟主現象に

関して，針-3誌の椛造J二から考えると(針誕の組織に関
しでは明らかでないが)， 主1~~~が正常にj廷|羽生長し，

一のfElI交を維持しながら生長すると，安1・1誌の;誌くな

るもの秘主I'~~断1札もしくは務部にかかる力が火さく，

室l'~~断出を法部lζ向けて徐々に大きくしない限り文持

出米なくなることによる現象と考えられよう。こうし

たことから，針部の長さと断聞との関係から悶駆の特

性が導き出される o しかし，針誕!新樹の計測は方法的

にむつかしいJ誌が多いため，古盟"P'が行なった針築設と泣さとの関係からでも絹の性質が調べ

られる O

肉親の自然交総務と民総織についての針葉長とliJ:さの相対生長関係は悶

4 
Relationship between total 
numbers and external num・
bers on the sub r邑sinducts 
of 12 year-old Fl hybrids. 
Each mark shows th日mean
value of 30 needles col1ected 
from different individual 
tree. 
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いが認められた。このことに関して柴問6)はクロマツ

×アカマツの Fl ~fft離で主，制樹脂遊の発E誌について

i立法様式が明かに異なることを認め，主総JJ詰j遣の発現

はl革本効果のあることを指摘している。

間樹脂道の形成は樹令の綴過にともなって増える

が，その発現位置がどのように変化するかは興味深い

問題である。中生|二6)が締べたクロマツ×タイワンアカ

マツ Fl雑織の 2年主主I時での 1去十議あたりの前樹Jl器道

の発現数は 0.23土0.42で，今回の調査での発部数は

4. 6土1.8そ示し， 10年のi現に 4個以上の地加がみら
れたO また，その発現位低を主，副必JJJ旨道を合めた拙

体平均のタト依率((外伎に発現する樹脂選数÷総樹脂

J泣数)X100Jで表わすと， 2 ，q三生時での48%に対して

12年生時には60%にたかまっている O ずはわち，増加

した樹脂遊の多くは外位に発現していることを訴して

いる。

副樹脂巡の増加にともなって外伎に発現する個体の

増え方は悶-2に示されている。乙の関係では多少の

バラツキをともなうが rむこ0.87で比較的たかい相関

のみられることから，樹令がたかくなるに従って副樹

脂過を外伎に発現させる初体の増えることが推測され

る。

50 
?ツ腐の針葉の設さは韓翻ごとに比較的安定した形

質を示し，分制上の-illli惨となっている。こうした針

葉の形態上の特性を北半球を単位とした分布域からみ

ると， ;11.:1こ分布する探知では針葉が短かくて太く，

に分布ずる稽1Jiでは*ill:廷であるという傾向があり，そ
れぞれの滋類がその育識域に対応した形態を示して

8 10 20 
Fig. 3. Allometric correlations bet・
ween length (L) and dry 
weight (W) of a needle. 
Symbols are same as shown 
in Table 1. 

10 
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乙れでも明らかなように溜矧ごとに分離しているが，プロットされた点は3紹とも勾配1.95で

平行しており， '能額ごとに切片の奥なる次式が導き出された。

F. P. WL=O.339LLl.95 

Fl WL=O.198LL1.95 

M.P. WL口 O.123LL1・95

(WL=室i-1定乾設， LL口針葉長)

いいかえれば，単位長あたりの設さはクロマツではタイワンアカマツの約3倍， Fl *ffi穏では
約2倍のイ肢を示していることになるG また，それぞれの額矧とも針葉が長くなる程誼:監の増加が

みられ，さを断面におさかえると針葉の長いもの線広くなる性質がみられる。

針-3誕の長さや2立さなどの量的形'V'u立常lこ述統的な変異をともなうが， Fl ~iI揺は肉親の自然交
雑草示す形質の，*1閥的な形質を示している O

針諜の笠さや長さのような設的形質と樹!街道の発現位践のような質的形質との間にどのような

相関が現われるかをみることは興味深い開題である。

そこで従;)¥とからマツj討の雑磁の判別法としてよく用いられているR.D.l. (樹脂滋指数， l:j:l位

本:(仁科立に混われる主樹脂選数"';'-2十中位!こ現われる高IJ樹脂道数÷総冨IJ樹)J旨道数)"';'-2，a分持活
として換算した(1))がある引。もう…つの考え方として，中{立に狙われる樹脂道総数を企樹脂遊

数で除した場合(百.分取として表わす(2))がある。この 2つの方法はいずれもごく溶い樹令では，

樹脂退のみの発現であることから，クロマツを雌性総とした場合にはより仁IJ位型を表わす結果
となるが，高1J樹脂恐が増え，安定する樹令では判定の一手法として有効であるとえられる。

関 4(立上記のR.D. 1. (1)と(2)で求めた結巣を示しているが， (1)と(2)ではやや鈍った表現と

なっていて， (2)は(1)より全体的に低い総をとるが，そのパラツキは大きい。このバラツキは樹脂

巡の発部数の多少によって住むた結果とみなされるため， ζこではバラツキの少ない(1)を質的形

f蓄を表わす袈劉として考えた。
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Relationship between R. D. 1. (1) 
anc1 c1ry weight p♀r a unit length 
(W /L) of a needle. 
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Tablε1. 
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R.D.I.( 1 ) 

50 100 
Relationship between R. D. 1. (1) 
[(Medial position of main resin 
duct!2十M邑c1ialposition of sub 
resin duct/lotal sub resin duct) / 
2 x 100] and R. D. 1. (2) [(Total 
medial position of resin duct/total 
resin duct) x 100]. 
Symbols are same as shown in 
Table 1. 
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この質的形!貨と金1・ tt~長，撃さ，あるいは単位長あたりの設さの最的形質問における関部はそれ

ぞれかなりのバラツキがみられ，両者'閉で明らかな縮向はされなかった(間一 5は WjLの関

係を示す)。しかしながら，樹脂逃が増え安定する時点での他の致的形など穂々な情報を与え

ることによりDl:.致的形質問での相関がたかめられるものと考えられる o

II Ft雑種の生腎状況

クロマツ×タイワンアカマツの FI雑穂が?ツノザイセンチュウに対して耐牲を示匂したことか

ら， Fl N，m植の生育に!却する情報がまたれている O この F1雑務H水分は京都大学演習林上賀茂試
験J也で育成中の20年生近い林分がもっとも官いが，四時点での生長WMrrは行なわれていない。そ
のため，今回の純資では12年訟の1<¥雑と両親の自然交雑醸の住民を比絞し Fl雑1翠j半分に

ついてのみ現存致が総べられた。

材料と方法

Fl維認と部親の自然交綾還の 12年生林分を鵡査対象とし， 1980年12月の生長休止期に務協が

締べられた。調査!i!Hま各林分内で斜出CIJH誌の土;機条件の{以かよった林縁の影響の少ない場所を選

び，ほほlOX15mのプロットを設けて， D (腕郎l)，日(樹高)と斡，伐の形質(曲り木，

ニ又木)などを調べfこ。また， Fl雑樹林分にあっては若手器官を測定するため翻ままプロット内に

出現する Dを包含ずるように偲窓に 5本の供試木を選定し， R溺隠 1mとして閥別刈取り翻査そ

行なった。各器官の調査では各器官どとの住環設を測定したのち個体ごとに路加のサンプノレを乾

として絶戟率から諸経を求めた。

結果と考察

1) 林分続!史と形質

Fl雑溜および荷籾の白熱交総額**分とも機栽街!立はヘクターJレあたり4，000本として行なわれ

たが， 33'i¥林分ではタイワンアカマツ林分2，225本jha(枯損ネ44%)，1九雑積林分2，935本jha(27 

%) ，クロマツ林分3，895本jha(3%)にほ下している。これらの本数減少は伐採によるものでな

く自然枯閣によるものであるが， ~11ií貝原閣と考えられる張関の内管理部での彰替については 3 林

分とも同じ条例二であったと考えてよい。もう一つの袈悶として?ツクイムシによる被害が考えら

R れる。しかしc.の被替はクロ?ツ林分で現われた以外他の 2林分ではほとんど現われていない。

3林分のI:IJで杭J持率のたかかったタイワンアカマツ材、分では，大出ら10)，大地ら11)が調べている
ようjζ幹枝が下活ずる性質ーがある O このことについて総抵ら12)は?ツノモグリカイブfラの加容に

よってrJJI り病を起すものであると述べている。また，仁IJ~i: ら 13) の翻ままではタイワンアカ?ツは他

の?ツE誌にくらべえ夫?務誕百fが多く， しかもニ又悦のたかいことを鶴認さしている山。こうした

ことがクローネrl1を大きくし， **分内での個体問IC競争を起ζ させることになり，その結果とし

て被圧水が紡摘したものと推察される。そこで，現林分での幹枝のrlllり水とニ又*を翻べた結果，

タイワンアカマツ材:分では41.4%，Fl~'世聴林分では7.1%で，クロマツ林分ではまったく認めら

れなかった。 ζのことからでも上述した枯損隠悶が坊託され得る。現時点における目立{院選への

斡伎のr111り，ニ又性についての形質遺伝の発現は抵い。

2) 樹高， TI室経生長
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Table 2. Properties in the pr・ogenystands of each parents by open 
po1lination and FI hybrid stand. 

P. thunb. P. thunb. P. masso. 
X 

(F. P.) P. masso. (M. P.) 
(日)

Age 12 12 12 
Number of trees (no';ha) 3895 2935 2225 

Mean diameter at brest height (D， cm) 8.32 9.87 10.90 

Mean tree height (H， m) 5.57 6.44 7.19 

Basal area at brest height (m2/ha) 23.26 23.73 22.59 

各林分の俗木綿去による結果は義一 2，認i

-61ζ示されている。 i水分綴1.tは若手林分で

なっているが，閉鎖間近い状態であって密度

の影響は比較的少ないものと考えてもさしっ

かえないものと思われる。

樹高 (H)，磁径 (D) ~:!廷における肉親の

間然交線腹 F!雑溜ともそれぞれ正続分布

に近いそードを示し， 3 ~還問で 1% レベルで

の有Jf~諮が認められ，民総額は jïiïj親の自然

交雑1illの中間的な生長関係が総められた。舗

や~の平均生長ではクロマツ(雌性貌の自然交

雑積)は他の2趨より劣り，タイワンアカマ

ツ(雄性紛の自然交U<Ili;随)はクロマツの大き

さの2割程度滋れ FI総植はその中間{ほを

示した。

3) FI雑穂の林分現存;段

クロマツ×タイワンアカマツの民総議の生長に関する報告(各器官)はJ:j".l;l:j:15)によって調べ

られたものが唯一の情報である。それ以後における民雑磁の生背上の樹報は?ツノザイセンチ

ュウlζ対してi耐性を示したことや幹枝の出iり摘の発1誌の低い ζ となどであって，昌三;誌に闘する

報は皆無といってよい。そのため今回の調査では日終樹林分についての各器官の践的関係から

現存散を求めた。したがって河親の闘然交雑題の林分の現存続は明らかでなく，比較検討IJHjとな

いため，今問iまFI ~\{(f離林分の現存敢についての記述にとどめ，次自の機会で絡しく検討したい。

F! ~積林分から滋ばれた供試木の 2 つの器官の大きさ (y とめの問に成立する相対生

y口 Ax"(.i¥， h之江主主数)を翻べ， N:の材結 (Vs)， 胸高直後のiヨ釆×樹高 (D2.H)， 斡の j~:宅設

(Ws)技の乾重量 (Wn)および針葉の

から求めた結泉次式が得られた。
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Fig. 6. Frequenむydistributions of diamεter at 
brest height (D) and height (H) in 
three stands (F. P.， FI and M. P.). 

(WL) の相互胞に認められる関係を両対数グラフ

Vs '=0.109 (D2.I-1)0.856 

Ws口 0.290Vs 
Wn之江0.318WS1.388 
WL=O.395 WS1.216 

VS""D2.Hの関係は図ー7Iζ示されているように誌のパラツキは小さく，幹 j院は個体の

大小にかかわらず大i務会事しいとみてよし、。上iねら16)が調べた 14年生のクロマツでの関係は
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Allometric correlations between D2・Hand stem volume (V s) and between 
Vs and dry weight of stem (Ws) in 6 samples of 12 year-old FI hybrid 
trees. 
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Fig.7. 
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Fig. 8. Allometric correlations between W s and W 0 (dry weight of br・anch)，Ws 
and W L (dry weight of leaf; needle) in sample tre己s.

命0.5 

Vs口 0.2767(D2. I-1) 0.9179が求められている。この{ほと単純に比較出来ないが， FI雑稽で求めら

れた1iMとくらべるとやや異なっていて，幹j診がいく分なっているものと批挺される。
w百""，'vVs，W1• ""，WS の関係(図 8) はほぼ閣かよった傾向が認められ，前者での h は1.388， 

後者では1，216で間掃され，共に比例定数hは1より大きい。 ζの関係からは1持統設あるいは斡

材較が大きくなる税，いいかえれば大径木となる瀧技，謀議の多くなること奇示している。

これらの関係式から求められた FI維騒林分のヘクタールあたりの現存設は表-31ζ示したと

おりであるが，先にもふれたとおり FI雑種林分(12年生)での現存設の表示にとどめ，今後さ

らに詳しく解析を行なう予定である。また， 関-9，ま林分のDの分布をもとにして作成されて
いる。闘でもわかるように，枝問はかなり下煩から分布していて， ζの林分がお会な

にいたっていないことを示している。さらに諜!閣にあっても下関まで務葉し，イネ裂といわれる

特徴を示し一般針葉樹と矧叫している。
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Table 3. Biomass of 12 year-old F1 hybrid 
stand. 

Organ 

Stem (YS) 

Branch (Y 0) 

L色af (Y L) 

Total 

Biomass (d. wt.) 
(tonjha) 

22.62 
17.77 

13.51 
53.90 

~5.60m 

5 10 
Fig. 9. Productiv巴 structurediagram 01' 
12 yearωold F1 hybrid stand. 
(S: Stem， B: Branch， NL : New 
leaf and OL: Old leaf) 

あとがき

近年マックイムシによる被等協;域が拡大している中で，その対策のーっとしてマツ腐の抵抗性

腎閣に関する研究が進:められているが現状では様々な問題が山積している。こうした持，組問交

雑，しかもわが闘のクロマツとの聞で造り出された F1雑騒がマツノザイセンチ品ウに対して耐

性を有している実は明るい情報といえる。

今聞の調査ではクロマツ×タイワンアカマツの日雑穏について，とくに日経認が発現する

形質の中から雑穂検定の指i傑として有効である樹脂滋の発154，日ミ長関係をi碍組のi当然交雑種と比

較検討した。しかしながら現Yf.没に関しでは詳しく検討-するだけの資料がととのわなかったこと
から中FJJi在合にとどめ，今後の錦査による極々な情報を加えて検討する諮りである。
本t;ff，H笠結果からは F1雑樹林分の主主育状態がクロマツ林分より綴れ，タイワンアカ?ツ林分よ

り樹J院の良い点など広識では雑屈強勢を示しているものと考えられる。したがって，今後の~~腎

状態を鵡べることによりマックイムシ対策に朗報を提供するものと考えられる。
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Resume 

1n this paper the characteristics of morphology and growth of 12づrear-old11'1 hybrid 

artificially cross pollinated between Pinωthunbergii Parl. as female parent and P. massoniana 

Lamb. as male parent were investigated f01・comparingwith the pl・ogenytrees of open 

pollinated parents of each species. The plantations were established in Tokuyama Experi-

mental 11'orest Station， Kyoto University located at Yamaguchi Prefecture in 1970， and the 

investigation was carried out in 1980. 

The results are summal匂edas f ollows; 

1) The number and position of main and sub resin dl1cts in the needles of 11'1 hybrids 

showed medial characters between the PI・ogeniesof female and male parent. 

2) The position of resin dl1cts is the genetical characteristic of the species. The main 

resin ducts in the needles of 11'1 hybrids mostly situated within the mesophyll， that were the 

same as female parent progenies (medial). However， the sub resin ducts in 11'1 hybr・ids

mostly developed the position same as the male parent pr・ogenies(external). 

3) On the quantitative character of the length and the dry weight per a needle， 11'1 

hybrids showed the medial character between the progenies of parents. 

4) The correlations between the position of resin ducts (孔D.1.)and quantitative charac-

ters could be found c1early in 11'1 hybrids and progenies of parents. 

5) The progenies of male parent has inherited a sweeping or forking habit. However， 

such habit has been scarcely observed in 11'1 hybrids. 

6) The height (日)and diameter (D) of 11'1 hybrid tr巴esshowed nearly medial in those 

of the progenies of parents. 

7) Al10metric corrclations among each organ of 11'1 hybrid trees are as follows; 

Vs口 0.109(D2.H)o.856 

Ws=0.290 Vs 

Wnロ 0.318Ws1.388 

WL口 0.395WsI.216 (W : dry weight) 

8) The biomass of 11'1 hybrid stand 53. 9 ton/ha， 22. 62 ton/ha， 17. 77 ton/ha and 13. 51 

tOI1/ha for total organs， stem， branch and leaf respectively. 




